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　　議会報告会のとりまとめ	 17

し
め
議
会
だ
よ
り  

第
63
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会　
〒
８
１
１
︲
２
２
９
２　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
︲
１

◇
発
行
日
・
平
成
24
年
５
月
１
日　
◇
印
刷
・
株
式
会
社　
三
光 

 わが町のきらっとさん ！
子育てを楽しんでいるヤングママたち！！

毎週火曜日に公民館を利用し、子育てママが、弁当持参で交流を
深めている自主運営の子育てサークルつくしの会を紹介いたします。

つ
く
し
の
会（
子
育
て
サ
ー
ク
ル
）

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する
機会のひとつです。是非お越し下さい。

車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。

｢議会だより｣についての

ご意見をお待ちしております。
TEL 935-1001　FAX 935-7070

議会事務局は町役場４階です。
メールアドレス:gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は
6月8日（予定）より

お知らせ

　
桜
丘
南
公
民
館
で
毎
週
火

曜
日
に
子
育
て
中
の
マ
マ
た

ち
が
、
孤
独
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
お
互
い
の
悩
み
や
苦

労
を
分
か
ち
合
う
場
を
設
け

よ
う
と
、
10
数
年
前
自
主
的

に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
つ
く
し
の

会
は
、
運
営
費
と
し
て
月

２
０
０
円
徴
収
し
、
い
つ
も

15
人
位
の
親
子
が
集
っ
て
子

育
て
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
会
で
は
、
弁
当
持
参

で
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、

定
期
的
に
子
ど
も
た
ち
に
読

み
聞
か
せ
・
工
作
等
指
導
し

て
下
さ
る
移
動
図
書
館
を
利

用
さ
れ
た
り
し
て
、
有
意
義

な
時
間
を
過
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
会
費
は
ク
リ
ス
マ
ス
・

お
別
れ
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
い

か
に
大
事
か
を
改
め
て
知
る

機
会
と
成
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
地
域
と
の
接
点
を
見

つ
け
る
な
ど
、
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
し
た
い
と
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
の
親
子
を
地
域

で
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

▲移動図書館よみきかせ

表紙写真提供は、王子八幡の岡村みどりさんです。４月
14･15日に行なわれた大道芸フェスティバルの一コマです。

志免東中学校区
日時：平成24年７月７日（土）
　　　午後７時より
　　　＊受付午後６時30分
会場：シーメイト研修室

志免中学校区
日時：平成24年７月８日（日）
　　　午後７時より
　　　＊受付午後６時30分
会場：町民センター　視聴覚室
校区の会場に出席できない方は、別校区の会場
でもかまいません。
主催：志免町議会
内容　●３月定例会（予算）の報告会
　　　●質疑応答
　　　●意見交換
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予算常任委員会

入ってくる
お金

使うお金
町税
45億2,182万円
43％

地方譲与税
9,800万円

地方交付税
17億8,352万円
17％

国庫支出金
11億5,209万円
11％

県支出金
７億7,714万円 ７％

財産収入
656万円

繰入金
1,047万円

繰越金
３億3,000万円

町債
８億3,720万円
８％

諸収入 １億5,773万円

利子割交付金
1,300万円

配当割交付金
700万円

株式等譲渡
所得割交付金
200万円

地方消費税交付金
３億4,000万円自動車取得税交付金

2,300万円

地方特例交付金
3,300万円

交通安全対策
特別交付金
1,100万円

分担金
および負担金
２億4,910万円

使用料
および手数料
１億5,737万円

民生費
44億7,239万円
43％

衛生費
17億8,232万円
17％

農林水産業費
7,356万円

商工費
5,934万円

土木費

消防費
５億632万円　５％

教育費
10億5,951万円
10％

公債費
10億530万円
10％

総務費
９億6,401万円
９％

予備費
3,795万円

議会費
１億3,149万円

4億1,783万円
4％

  

３
月
定
例
会
は
２
日
か
ら
22
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

  

議
案
21
件
・
意
見
書
３
件
を
可
決
。
請
願
２
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

  

一
般
質
問
は
３
月
５
日
か
ら
６
日
ま
で
の
２
日
間
で
８
人
が
行
い
ま
し
た
。

第１回
定例会

【賛成】川崎・安河内・吉田・堤・大熊・助村・丸山・池邊・牛房・大西・古庄・二宮

【反対】末藤賛成多数で可決
（賛成12人：反対１人）

一般会計 105億1000万円（前年度比1.8％減）
※万円未満四捨五入

一般会計……………… 105億1,000万円
国民健康保険…………… 45億7,100万円
後期高齢者医療………… ４億2,600万円
住宅新築資金………………… 1,600万円

下水道流域関連公共事業………… 15億6,700万円
水道事業…………………………… 14億   300万円

（100万未満四捨五入）

平成24年度  当初予 算総額184億9,300万円

　第５次総合計画の前期５年間の基
本計画における５つの重点施策に、
東日本大震災・原子力災害などを踏
まえ「省エネ・新エネ」「防災対策」
を加え、優先予算配分とする。

最重点施策
　①子育て支援の充実
　②健康づくりの推進
　③高齢者福祉の充実
　④省エネ・新エネの推進
　⑤防災対策の推進
　⑥協働のまちづくり推進
　⑦財政の安定化・健全化

限られた財源 を有効に!

　

地
域
振
興
基
金
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
中
身
が
歴
史
資
料
館
づ
く
り
が
目

的
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
資
料
館
が
今

必
要
な
の
か
。

　

堅
坑
整
備
保
護
計
画
で
も
２
年
連
続

で
１
０
７
０
万
円
使
用
し
て
い
る
。

　

シ
ー
メ
イ
ト
の
赤
字
対
策
に
つ
い
て

も
、
努
力
は
見
当
た
ら
な
い
。

反
対
討
論

末
藤 

議
員

第５次総合計画に基づいた予算
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中
の
坪
公
園
改
修
事
業

�

５
５
０
万
円

・�

老
朽
し
た
フ
ェ
ン
ス
の
建
て
替
え
・
花
壇
の
再
整
備
・

排
水
施
設
の
設
置
・
池
を
水
槽
型
に
改
修

24年度  主な新規事業

地域交流課事業
� 972万円
・住民活動支援事業	 130万円
・男女共同推進状況調査事業	 206万円
・消費生活相談窓口事業	 302万円
 （内229万円消費者行政活性化補助金）
  消費生活相談員が専門的な視点から見た
  対処法やアドバイスを行なう。

  全国消費生活相談員協会に委託

・住民による協働提案事業	 320万円
・みんなの参画条例推進事業	 15万円

地
域
包
括
支
援
事
業

�

２
１
１
５
万
円

・�

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　
１
１
９
４
万
円

・
高
齢
者
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業　

　
４
４
４
万
円

・
高
齢
在
宅
相
談
事
業

　
　
４
７
６
万
円

第６分団格納庫更新
事業� 800万円

（内600万円は格納庫整備事業債）

・測量登記委託料　  80万円
・消防用地購入費　720万円

新エネ普及促進事業
� 500万円
住宅用補助対象となるシステムを設置する
各要件を満たした町民に10万円を上限とし
て補助する事業

南
小
学
校
大
規
模
改
造

事
業�

２
７
１
９
万
円

２
次
耐
震
診
査
と
耐
震
大
規
模
改
造
工
事
調
査
委
託
料

石橋台公民館建設事業
� 6,924万円

（内5,060万円建設事業債）

一　般　会　計

14億1,712万2千円増
総額126億8,877万1千円

補正の主なもの

●地域振興基金費	 １億円
・県の市町村振興協会から市町村振興宝くじ交付金が１億円交付されることによる基金積立て。

●志免西小学校大規模改造事業費
	 ５億4,180万円

●西小学校増築事業費	 ２億　 247万円

●東小学校大規模改造費	 ４億7,675万１千円

●志免中学校大規模改造費	 ２億3,906万２千円

・国民健康保険　全員賛成
2,016万３千円増　総額 46億484万円

・後期高齢者医療　賛成多数
290万７千円増　総額 ４億1,893万２千円

・下水道流域関連公共事業　全員賛成
616万円増　総額 16億4,900万４千円

・水道事業　全員賛成
3,885万円減　総額 14億2,755万５千円

平成23年度特別会計補正

平成23年度補正予算（第３号）

賛成多数で可決　（賛成12人：反対１人）

◀
石
橋
台
公
園
内
に
新
設

　
　
　
　
　
　
　（
赤
線
の
部
分
）
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条　　　例
高
齢
者
等
虐
待
防
止
条
例
策
定
審
議

会
設
置
条
例
の
制
定

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
、
配
偶
者
へ
の
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
解
決
に
取
り
組
む
、
高

齢
者
等
虐
待
防
止
条
例
を
制
定
す
る
為
の
調
査
・
審
議
を
す
る

審
議
会
の
設
置
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行�

賛
成
多
数

反
対
討
論
　
丸
山
議
員

　

条
例
提
案
理
由
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
、
配

偶
者
へ
の
Ｄ
Ｖ
に
対
し
取
り
組
む
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や
障

害
者
へ
の
虐
待
は
、
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
も
の
で
、
同
等
の
立

場
で
あ
る
人
へ
の
暴
力
で
あ
る
Ｄ
Ｖ
と
一
緒
に
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
。
Ｄ
Ｖ
防
止
に
つ
い
て
は
、
今
後
制
定
さ
れ
る
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
に
入
れ
る
べ
き
で
、
高
齢
者
等
虐
待
防
止
条
例
に
は

な
じ
ま
な
い
。

賛
成
討
論
　
二
宮
議
員

　

条
例
化
す
る
こ
と
で
、
関
係
す
る
部
局
と
の
連
携
、
地
域
に
お

け
る
協
力
体
制
な
ど
の
構
築
が
図
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。
高
齢

者
、
障
害
者
の
虐
待
防
止
、
Ｄ
Ｖ
防
止
は
そ
れ
ぞ
れ
別
立
の
法
整

備
が
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
と
障
害
者
の
虐
待
を
一
緒
に
す
る
こ

と
は
理
解
す
る
。
Ｄ
Ｖ
防
止
を
含
め
た
条
例
に
は
疑
義
は
あ
る
が
、

条
例
策
定
に
向
け
た
機
運
を
そ
ぐ
こ
と
な
く
、
審
議
会
で
し
っ
か

り
審
議
を
し
て
ほ
し
い
。

都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関

す
る
条
例
及
び
下
水
道
事
業
区
域
外
流
入

分
担
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

下
水
道
法
の
改
正
に
よ
る
条
例
の
改
正
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
施
行�

全
員
賛
成

地
域
振
興
基
金
条
例
の
制
定

　

市
町
村
振
興
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
）
交
付
金
が
交
付

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
志
免
町
の
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
の

財
源
と
し
た
基
金
を
積
み
立
て
る
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行�

全
員
賛
成

国
際
交
流
基
金
条
例
の
改
正

　

志
免
町
国
際
交
流
町
民
会
議
が
解
散
し
た
こ
と
に
伴
い
、
事

業
の
実
施
を
志
免
町
に
変
更
す
る
た
め
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
施
行�

全
員
賛
成

保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

保
育
料
の
減
免
規
定
を
改
正

　

平
成
24
年
２
月
１
日
施
行�

全
員
賛
成

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
住
民
課
が
行
な
っ
て
い
た
児
童
手
当
・
児
童
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
と
、
子
ど
も
に
係
る
手
当
関
係
を
子
育
て
支

援
課
が
行
な
う
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
施
行�

賛
成
多
数

反
対
討
論
　
堤
議
員

　

行
財
政
改
革
の
も
と
人
員
削
減
、
経
費
削
減
等
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
中
で
、
業
務
の
効
率
化
と
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
住
民
満
足
度
を
希
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
窓
口
一
本
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
。
住
民
課
の
煩
雑
な
業
務
を
子
育
て
課
に
事
務
分
掌
さ
れ

る
わ
が
町
の
取
り
組
み
は
逆
行
し
て
い
て
、
将
来
を
想
定
し
た
組

織
機
構
と
は
思
え
な
い
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　

志
免
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
で
た
ば
こ
税
の
税
率

が
１
０
０
０
本
あ
た
り
４
６
１
８
円
を
５
２
６
２
円
に
、
特
例

と
し
て
（
エ
コ
ー
・
わ
か
ば
・
し
ん
せ
い
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ

ト
）
な
ど
１
０
０
０
本
あ
た
り
２
１
９
０
円
を
２
４
９
５
円
。

　

個
人
の
町
民
税
の
税
率
の
特
例
等
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成

35
年
ま
で
の
町
民
税
の
均
等
割
り
税
率
を
３
０
０
０
円
か
ら

３
５
０
０
円
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行�

賛
成
多
数

総
合
福
祉
施
設

「
シ
ー
メ
イ
ト
」
条
例
の
一
部
改
正

　

障
害
児
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
目
的
に
志
免
町

総
合
福
祉
施
設
「
シ
ー
メ
イ
ト
」
内
に
障
害
児
相
談
室
を
設
置

す
る
た
め
。

　

平
成
24
年
10
月
１
日
施
行�

全
員
賛
成

町
立
図
書
館
協
議
会
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

文
部
科
学
省
例
で
定
め
る
基
準
に
各
自
治
体
が
条
例
で
変
更

す
る
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
施
行�

全
員
賛
成

町の憲法

▲３階に移った子育て支援課
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園
の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
の
動
向
も
見
据
え
な

が
ら
、
一
日
も
早
い
抜
本
的

な
解
決
、
対
応
を
す
る
よ
う

再
度
要
請
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立

　

今
年
度
限
り
と
な
る
県
の

補
助
金
４
０
０
万
円
で
の
取

組
み
は
難
し
い
状
況
。（
30
町

内
会
の
６
割
、
18
町
内
会
の

設
立
が
条
件
）

　

現
在
９
町
内
か
ら
結
成
届

け
が
出
て
い
る
が
、
積
極
的

料
が
24
年
度
か
ら
、
ト
ン

当
た
り
９
５
０
０
円
か
ら

１
万
２
２
０
０
円
に
値
上
げ

と
な
る
。

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ
う
要

請
。

　

町
長
を
筆
頭
に
担
当
課
の

職
員
が
、
町
内
会
に
足
を
運

び
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

や
意
義
を
話
し
理
解
を
求
め

る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
の
回
答
。

保
育
園
の
民
営
化

　

中
の
坪
公
園（
中
央
小
横
）

に
移
築
す
る
志
免
保
育
園
の

中
央
小
学
校
へ
の
説
明
を
終

え
、
移
管
先
の
勢
門
福
祉
会
、

　

ご
み
の
量
は
減
っ
て
い
る

の
に
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
つ
い
て
、
県
が
行
っ
た

新
規
搬
入
の
取
組
や
、
灰
処

理
費
用
の
減
も
あ
る
が
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
事
業
は
県
の
指
導
で

行
っ
た
の
に
、
市
町
村
の
負

担
が
増
え
る
ば
か
り
だ
。

　

県
の
交
渉
へ
の
不
満
が
出

た
。上

水
道
事
業

　

桜
丘
低
区
配
水
池
更
新
工

事
は
入
札
に
よ
り
、
松
尾
・

岩
崎
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
が
、
２
億
２
９
６
０
万

円
で
落
札
。
工
期
は
平
成
25

年
３
月
ま
で
。
生
活
道
路
で

の
工
事
車
両
の
運
行
に
つ
い

て
安
全
対
策
に
万
全
を
尽
す

よ
う
要
請
し
た
。

保
育
園
の

待
機
児
童
問
題

　

保
育
園
の
待
機
児
童
は
２

月
１
日
現
在
57
人
そ
の
内
ゼ

ロ
歳
児
は
36
人
で
、
依
然
と

し
て
待
機
児
童
が
解
消
さ
れ

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

保
育
マ
マ
制
度
や
保
育
が

必
要
な
時
間
帯
だ
け
に
子
ど

も
を
預
る
特
定
保
育（
現
在
南

保
育
園
の
み
実
施
）の
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
結
論
は
出

て
い
な
い
。

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、

ご
み
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル

　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
ゴ
ミ
処
理
委
託

　

平
成
24
年
第
一
回
志
免
町
定
例
会
に
つ
い
て

協
議
。

　

会
期
は
３
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
の
21
日

間
。
一
般
質
問
は
８
名
で
２
日
間
と
す
る
。
請

願
１
件
、
意
見
書
２
件
。
３
月
21
日
に
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
及
び
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、
全
員
協
議
会
を
開
き
学
習
会
を
行
う
。

　

１
月
16
日
、
２
月
27
日
に
長
崎
県
西
彼
杵
郡

正
副
議
長
会
、
石
川
県
内
灘
町
議
会
よ
り
視
察

を
受
け
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
へ
の
経
緯
な

ど
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

議会運営委員会

福岡都市圏広域行政
調査特別委員会

　当委員会では、自然活用型の施設整備及び環境
問題・新エネルギー活用型の提案を３町プロジェ
クトチームに提案。須恵・粕屋両町より遊歩道・
運動公園他、子どもが自由に遊べる環境等の提案
があった。３町プロジェクトチームにおいては、
合意している基本方針に沿って具体的計画となる
よう継続して調査研究を進める。

　宇美・須恵・志免３町の合同会議を１月25日
に行い、宇美町５件、須恵町３件、志免町11件、
各町の課題をそれぞれ提案した。
　３町間あるいは２町間の問題点を明らかにし、
改めて議題として取り上げることを確認した。
　志免町の主な提案
・福岡市との連携で特養ホームの建設
・ウォーキングマップの検証
・防災の協力・連携・被災者支援システム
・福祉バスの乗り入れ
・養護学校の建設
・空港にかかわる問題
など、具体的にはこれから行っていく。

志免炭鉱ぼた山対策
特別委員会

志
免
保
育
園
、
保
護
者
代
表
、

子
育
て
課
の
４
者
協
議
で
設

計
案
が
ほ
ぼ
固
ま
り
、
保
育

園
用
地
の
造
成
工
事
を
行
っ

て
い
る
。

　

児
童
や
歩
行
者
へ
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
児
童
が

登
校
を
終
え
て
か
ら
工
事
を

始
め
る
。

　

交
通
の
誘
導
員
を
配
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
格
的

工
事
が
始
ま
り
、
一
貫
し
て

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
よ

う
要
請
。

▲民営化用地の造成

▲クリーンパーク若杉

調
査
研
究
を
再
度
要
請

「
ご
み
処
理
委
託
料
値
上
げ
」

下
水
道
事
業

　

水
洗
化
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
現
状
把
握
を
行
い
、
24

年
度
の
雇
用
促
進
事
業
を
活

用
し
、
水
洗
化
未
実
施
世
帯

へ
の
啓
発
を
行
う
。

障
害
者
の
法
改
正

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
相
互
に
個
性
の
差
異
と

多
様
性
を
尊
重
し
、
人
格
を

認
め
合
う
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
す
も
の
だ
が
、
厚
生

労
働
省
案
に
批
判
が
あ
る
。

市
町
村
に
権
限
移
譲
さ
れ
る

障
害
児
相
談
支
援
等
の
取
組

を
着
実
に
進
め
る
よ
う
提
言
。

介
護
保
険
法
改
正

　

法
改
正
に
よ
り
福
祉
課
と

や
す
ら
ぎ
の
里
に
あ
っ
た
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
包

括
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
な
り
平
成
24
年
４

月
よ
り
町
に
設
置
さ
れ
る
。

住
民
に
身
近
な
役
場
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
特

性
を
十
分
に
生
か
せ
る
機
能

と
な
る
よ
う
要
請
。

介
護
保
険
料
の
改
定

　

広
域
連
合
構
成
33
市
町

村
の
中
で
志
免
町
は
Ｃ
グ

ル
ー
プ
で
、
３
８
６
２
円
が

４
３
８
９
円
と
な
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
改
定

　

７
万
４
３
２
４
円
を

７
万
９
２
７
１
円
に
改
正
。

要
因
は
、
給
付
費
の
伸
び
や
、

後
期
高
齢
者
負
担
率
の
上
昇

等
。
生
き
が
い
づ
く
り
対
策

を
全
課
連
携
し
て
取
組
む
よ

う
提
言
。

厚生建設常任委員会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

太字は委員会の
要望、要請

委
員
会
報
告 （
調
査
・
研
究
）

町
の
重
要
な
課
題
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一般質問８人消
費
者
対
策

消費相談窓口の設置を

答弁：週２日の開催で実施

Ｃ
Ｏ
２
対
策

緑のカーテンで

答弁：普及していきたい

二
宮　

平
成
21
年
９
月
施
行

の
消
費
者
安
全
法
で
、
各
自

治
体
に
相
談
窓
口
の
設
置
が

義
務
づ
ら
れ
て
い
る
。
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

地
域
交
流
課
長　

今
年
初
め

て
の
開
催
で
あ
り
、
県
の
補

助
村　

建
物
の
温
度
上
昇
抑

制
、
省
エ
ネ
や
温
暖
化
防
止

対
策
と
し
て
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
家
庭
や
公
共
施
設
へ
の

普
及
を
。

生
活
環
境
課
長　

取
り
組
ん

で
い
る
家
庭
を
広
報
等
で
紹

助
金
で
週
２
日
の
人
員
配
置

を
計
画
し
て
い
る
。

二
宮　

悪
質
な
商
法
で
被
害

も
多
様
化
し
て
い
る
。
常
設

の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
広
域

で
共
同
化
で
き
な
い
か
。

町
長　

広
域
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
、
町
長
会
で
協
議
し
、

共
同
化
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
。志

免
町
民
の
幸
福
度
は

答
弁
：
判
断
は
難
し
い

二
宮　

国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ

介
し
普
及
し
て
い
き
た
い
。

助
村　

育
成
の
ポ
イ
ン
ト
等

の
情
報
や
収
穫
祭
等
で
楽
し

み
な
が
ら
新
た
な
取
組
み

は
。

町
長　

う
ま
く
い
か
な
い
原

因
も
わ
か
っ
て
い
る
の
で

チ
ェ
ッ
ク
改
善
す
る
事
で
、

そ
の
う
ち
収
穫
祭
等
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。

交
通
安
全
の
推
進
を

答
弁
：
教
育
の
実
施
を
検
討

助
村　

自
転
車
は
道
路
交
通

Ｐ
）で
図
れ
な
い
心
の
豊
さ
、

地
域
の
つ
な
が
り
、
自
然
環

境
と
い
っ
た
尺
度
か
ら
み
る

国
民
総
幸
福
度（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）の

考
え
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
府
が
そ
の
指
標
を
出
し

て
お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
志

免
町
の
幸
福
度
を
捉
え
、
課

題
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
取

組
み
を
。

町
長　

捉
え
る
判
断
が
難
し

い
。
総
合
計
画
の
施
策
指
標

を
上
げ
幸
福
度
に
つ
な
げ
た

い
。

法
の
適
用
を
受
け
な
い
と
認

識
し
て
い
る
人
が
多
い
が
、

増
加
す
る
自
転
車
の
事
故
防

止
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

生
活
環
境
課
長　

粕
屋
警
察

署
と
連
携
し
、
交
通
安
全
教

育
の
実
施
を
検
討
し
て
い

く
。

助
村　

通
学
路
の
朝
の
通
学

指
導
は
思
い
思
い
の
指
導
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
と
の
連

携
が
必
要
で
は
。

生
活
環
境
課
長　

検
討
す

る
。

▲緑のカーテン

ズ
バ
リ
町
政
を
問
う

●�

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般（
一
般
事
務
・
事
務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）に

つ
い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と
し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

●�

一
般
質
問
は
会
議
録
に
も
と
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録

（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館
に
置
く
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

園児に英語
87
歳
祖
母
の
ね
が
い

答
弁
：
支
援
を
見
き
わ
め
る

牛
房　

こ
ど
も
達
が
将
来
世

界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

保
育
園
の
と
き
か
ら「
英
語

と
遊
ば
せ
・
学
ば
せ
る
」方

式
を
昨
年
９
月
議
会
で
提
案

し
た
。

　

検
討
の
結
果
を
問
う
。

町
長　

国
際
化
の
す
す
む

中
、
園
児
の
時
か
ら
英
語
を

学
ば
せ
る
こ
と
は
大
変
有
意

義
と
考
え
る
が
、
各
保
育
園

と
も
独
自
の
指
導
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
よ
い
の

か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

牛
房　

あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
の
私
宛
の
ハ
ガ
キ
を
紹

介
す
る「
私
は
87
歳
に
な
り
、

ひ
孫
５
人
の
祖
母
で
す
。
毎

日
元
気
な
ひ
孫
と
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
園
児
に
英
語
ば
お

そ
え
て
下
さ
い
ま
せ
。
乱
筆

に
て
す
み
ま
せ
ん
」。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
願
い
と
こ
ど
も

の
夢
を
か
な
え
て
下
さ
い
。

町
長　

実
験
的
な
取
り
組
み

を
し
、
検
証
し
て
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
に
拡
大
発
展
し

て
い
く
の
か
を
見
た
い
と
思

う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
待
機
児
童
の
解
消

●�「
滞
納
10
億
円
」の
解
消
へ

本
気
度
を
示
せ
。

●
人
口
増
加
と
地
域
経
済

▲えいごであそぼ！

▲消費生活相談窓口を地域交流課内に設置

二
宮
　
美
津
代  

議
員

牛
房
　
良
嗣  

議
員

助
村
　
千
代
子  

議
員
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し
尿
の
処
理

処理量減で負担は増

答弁：どこも抱える課題

丸
山　

志
免
町
の
し
尿
処
理

総
額
費
用
は
い
く
ら
か
。

生
活
環
境
課
長　

浄
化
セ
ン

タ
ー
経
費
７
８
８
２
万
円
、

土
地
賃
借
料
３
０
０
５
万
円
。

丸
山　

基
金
積
立
も
あ
り

１
億
２
０
０
０
万
円
程
か
か

る
。

　

処
理
量
が
減
っ
て
い
る
が

キ
ロ
当
た
り
の
コ
ス
ト
も
増

え
て
い
る
。町
長
の
考
え
は
。

町
長　

自
分
た
ち
の
し
尿
は

自
分
た
ち
で
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

費
用
は
か
か
っ
て
も
、
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

だ
。平

成
の
森
の
蛍
の
保
全

答
弁
：
対
策
を
考
え
た
い

丸
山　

平
成
の
森
公
園
の
蛍

は
住
民
の
方
が
観
賞
に
行
か

れ
て
い
る
が
、
め
っ
き
り
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

町
の
責
任
で
再
生
策
を

と
っ
て
欲
し
い
。

町
長　

も
っ
と
蛍
が
舞
う
よ

う
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。

丸
山　

一
度
、
専
門
家
に
調

査
し
て
も
ら
い
住
民
と
協
働

で
保
全
に
取
り
組
む
べ
き
。

町
長　

支
援
を
賜
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●�

住
民
と
協
働
で
男
女
共
同

参
画
の
推
進
）

▲平成の森公園

消防署支署
西
部
地
区
へ
の
新
設
は

答
弁
：
計
画
で
は
26
年
度
新
設

古
庄　

私
、
消
防
署
支
署
新

設
活
動
を
推
進
し
て
き
た

が
、
第
４
次
消
防
力
整
備

計
画
で「
26
年
度
、
管
内
西

部
地
区
エ
リ
ア
に
新
設
」と

な
っ
た
。
ま
た
幹
線
に
面
し

た
５
０
０
坪
程
度
と
な
り
、

場
所
、
財
政
他
、
町
長
は
南

部
消
防
組
合
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
努
力
す
べ

き
だ
。

町
長　

消
防
空
白
地
帯
は
、

志
免
・
粕
屋
町
域
に
あ
り
、

色
ん
な
提
言
を
し
な
が
ら
早

期
実
現
す
る
よ
う
消
防
議
会

に
も
お
願
い
を
し
て
い
く
。

須
惠
川
の
災
害
対
策
は

答
弁
：
各
町
と
協
調
し
努
力

古
庄　

21
年
災
害
で
別
府
地

区
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た

が
、
須
惠
川
の
扇
橋
、
粕
屋

中
学
付
近
の
左
岸
が
崩
壊
し

た
の
も
一
因
だ
。
共
有
す
る

自
治
体
同
士
、
情
報
交
換
の

場
や
協
議
会
他
を
立
ち
上
げ

る
べ
き
。
ま
た
共
有
の
防
災

マ
ッ
プ
の
作
製
や
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置
を
推
進
す
べ
き
。

町
長　

各
町
と
協
調
し
な
が

ら
町
長
会
等
の
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
、
お
互
い
の
情

報
交
換
、
勉
強
会
等
、
意
識

を
高
め
る
事
に
努
力
す
る
。

▲須惠川の扇橋付近

▲福祉課に設置された地域包括支援センター

望 山 荘
潰
す
の
か
残
す
の
か

答
弁
：
廃
止
も
含
め
て
検
討

吉
田　

昭
和
52
年
に
設
立
の

望
山
荘
は
設
立
か
ら
35
年
が

経
過
し
た
が
当
初
の
目
的
は

果
た
さ
れ
た
と
思
う
か
。

　

先
日
の
議
会
報
告
会
で
、

「
望
山
荘
が
閉
鎖
さ
れ
る
、

無
く
な
る
の
で
は
」と
言
う

意
見
が
あ
り
、
不
安
に
思
わ

れ
て
い
る
町
民
の
方
も
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど

う
思
う
か
。

町
長　

超
高
齢
化
時
代
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
望
山
荘
は

必
要
だ
し
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
思
う
。

　

し
か
し
、
大
規
模
な
改
修

や
補
修
が
必
要
な
場
合
は
廃

止
も
検
討
し
て
行
く
。

吉
田　

入
館
者
が
激
減
し
て

い
る
現
状
を
ど
う
捉
え
る
の

か
。
ま
た
、
改
善
策
は
。

福
祉
課
長　

広
報
に
今
年
の

１
月
号
か
ら
掲
載
し
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
る
。

吉
田　

シ
ー
メ
イ
ト
倶
楽
部

と
い
う
も
の
が
有
る
。
望
山

荘
に
も
シ
ー
メ
イ
ト
倶
楽

部
の
よ
う
な
も
の
を
作
る
な

ど
、
検
討
し
、
福
祉
課
、
望

山
荘
、
シ
ー
メ
イ
ト
の
連
携

や
交
流
を
深
め
る
事
が
利
用

者
の
増
加
に
繋
が
る
と
思

う
。

福
祉
課　

望
山
荘
、
シ
ー
メ

イ
ト
が
一
つ
の
係
に
な
る
の

で
そ
の
よ
う
に
進
ん
で
い

く
。

▲望山荘

組
織
の
再
編

保健・福祉を一体で

答弁：福祉課で配置を検討

堤　

地
域
ケ
ア
会
議
設
置
要

綱
は
生
か
さ
れ
る
の
か
。

福
祉
課
長　

地
域
に
密
着
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

手
段
と
し
て
活
用
。

堤　

医
療
機
関
と
の
連
携
は

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
な
の

か
。

福
祉
課
長　

24
時
間
体
制
、

訪
問
医
療
、
歯
の
治
療
等
医

療
機
関
・
事
業
者
と
連
携
し

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

健
康
課
長　

歯
の
予
防
対
策

は
し
て
い
る
が
、
治
療
は

や
っ
て
い
な
い
。

堤　

前
期
高
齢
者
一
人
当
り

の
医
療
費
56
万
８
千
円
で

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
。取
り
組
は
。

健
康
課
長　

閉
じ
こ
も
り
予

防
、
介
護
予
防
の
一
環
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
に
取
組

中
。

堤　

篠
栗
町
の
取
り
組
を
。

健
康
課
長　

先
進
市
町
の
事

例
を
研
究
。

堤　

健
康
・
福
祉
課
一
体
化

町
長　

庁
舎
の
中
で
配
置
の

仕
方
を
検
討
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を

答
弁
：
チ
ー
ム
を
設
け
検
討
中

堤　

生
涯
学
習
２
号
館（
働

く
婦
人
家
）を
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
に
。

副
町
長　

庁
舎
の
活
用
検
討

チ
ー
ム
を
設
け
検
討
中
。

丸
山
　
真
智
子  

議
員

古
庄
　
信
一
郎  

議
員

堤
　
久
美
子  

議
員

吉
田
　
大
作  

議
員

13 12



放
射
能
測
定

学校給食で実施せよ

答弁：慎重に検討していく

末
藤　

学
校
給
食
に
お
け
る

食
材
と
調
理
後
の
放
射
能
の

測
定
。こ
れ
は
住
民
に
安
全
、

安
心
に
さ
せ
る
た
め
に
、
ど

う
し
て
も
測
定
が
必
要
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

放
射
能
に
対
し
て

風
評
被
害
も
大
き
な
課
題
で

す
。
給
食
だ
よ
り
等
で
安
全

性
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る

が
、
す
こ
し
整
理
し
な
が
ら

で
き
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い

く
。

末
藤　

薬
事
食
品
衛
生
審
議

会
、
文
科
省
の
放
射
能
審
議

の
内
容
も
学
校
給
食
だ
よ
り

に「
安
全
」面
を
掲
載
し
て
も

ら
い
た
い
。
今
回
食
品
に
対

し
て
の
評
価
書
が
提
出
さ
れ

た
が
、
ど
う
対
応
す
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
給
食

に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
文
科
省
の
通
知
が
来
て

か
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

末
藤　

新
規
の
規
制
値
は
。

学
校
教
育
課
長　

飲
料
水
に

つ
い
て
は
現
在
２
０
０
か
ら

10
ベ
ク
レ
ル
へ
、
牛
乳
・
乳

製
品
に
つ
い
て
は
50
ベ
ク
レ

ル
。

　

野
菜
・
穀
類
・
肉
・
魚
は

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●�

後
期
高
齢
者
、
介
護
保
険

料
の
引
上
げ
に
つ
い
て
。

▲放射能測定器

要望・陳情・請願・意見書

意　見　書 提出者 要　望　内　容 採決結果

父子家庭支援策の拡充を求
めるもの

大西議員

母子家庭が受けられる就労支援や技能習得支
援、福祉貸付金、自立支援給付金などの多く
が父子家庭では受けられない。よって諸制度
に関しては対象となるよう改善を行ない速や
かに実施すること。

全員賛成で可決
国へ意見書提出

末
藤
　
省
三  

議
員

意　見　書 提出者 要　望　内　容 採決結果

消費税10％へのアップ、社
会保障の切り捨ては行わな
いことを求めるもの

末藤議員

68才や70才への年金支給開始年齢の引き上
げや医療費の窓口負担増など社会保障の切り
捨てをやめることと地方自治体の財政を冷え
込ませる消費税大増税は行なわないこと。

賛成多数で可決
国へ意見書提出

意　見　書 提出者 要　望　内　容 採決結果

福岡県に対して乳幼児医療
制度の拡充を求めるもの

末藤議員
だれもが安心して子育てができるよう、子育
て支援の立場から県の助成制度をせめて小学
校卒業までに拡充されるよう強く要請する。

賛成多数で可決
県へ意見書提出

　小学校卒業まで県の助成制度を拡充との要望だが行き着くところは無料化だと思う。もし県と同調するのであれ

ば町も半分負担することになる。我が町の小学校児童数は県内町村で３番目に多い。それに要する財源をどう確保

するのか。国民健康保険料も赤字が膨らんでいる。もう少し国の推移を見るべきであり、議会としての議論も大事

である。

反対討論　　大西議員

請　　　願 請願者 要　望　内　容 採決結果

「子ども・子育て新シス
テム」に関する意見書提
出を求めるもの

福岡県
保育団体連絡会

代表
成富　政敏

制度改革を拙速にすすめるのではなく、
国と地方自治体の責任を明記した現行保
育制度の充実。

賛成少数で
不採択

　新システムの改革案は、保護者の負担増など不安が広がっている。また、利用者と保育施設の直接契約が導入され、

施設に入所できないのは利用者と施設との契約上の個々の問題となる。新制度では待機児童の解消は期待できず、な

ぜ制度を変える必要があるのか、市町村がもっと義務を果たしてほしい。

賛成討論　　末藤議員

12月定例会で、継続審査となった請願を付託された総務文教常任委員会審査では賛成少数で不採択。

子ども・子育て新システムでは保育料は今までどおり応能負担。新たに子ども・子育て支援法（仮称）

が制定されるなど子どもの権利保障を確実なものとしていくとされ、自治体の公的責任も外れない内

容となっている。

　
付
託
さ
れ
た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

は
賛
成
少
数
で
不
採
択
。

　
粕
屋
南
部
消
防
署
の
第
４
次
消
防
計
画

で
、
管
内
西
部
地
区
出
張
所
の
整
備
を
平

成
28
年
度
ま
で
に
図
る
と
さ
れ
、
期
間
も

２
年
前
倒
し
で
平
成
26
年
建
設
予
定
と
し

現
在
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
請
願
の
趣
旨
、
思
い
を
し
っ
か
り
受
け

留
め
て
い
ま
す
が
、
志
免
町
所
管
外
の
事

務
で
あ
り
、
南
部
消
防
議
会
で
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

粕
屋
南
部
消
防
署
分
署

新
設
に
関
す
る
請
願

�
 

不
採
択

　本件は志免町議会の権限外の事項であり、計画
がすでに決定している。総務文教常任委員会では
不採択となった。遅くとも26年に新設予定。志免
町だけの問題ではなく南部消防組合の問題であ
る。計画では志免町と粕屋町のエリアに新設と
なっており、これから場所の決定をすることと
なっている。請願は行政や議会の権限に属してい
ないものは審議すべきでない。

反対討論　古庄議員

　粕屋南部消防署の西校区方面への分署新設の請
願は、多くの住民の切実な願いである。議員とし
てこの願いを全身で受け留め、共に汗を流し、目
的達成に尽力するのは当然である。分署新設の確
実な実施と一刻も早い実現に議会は、積極的な後
押しの役割を果たすべきである。

賛成討論　牛房議員

請　願

粕屋南部消防署分署新設を求めるもの

請願者

西校区町内会代表　安武高晴

要望内容

消防車、救急車両の西校区到着までには早くて
15分～ 20分以上かかる。地域防災の拠点とし
て志免西校区に分署の新設を求める。

採決結果

賛成少数で不採択
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  議会あれこれ　議会改革の一環として町民の皆様と町政の課題を共有し、より良いまちづくりを推進するため、「議
会報告会」を２会場で開催いたしました。多くの方々にご参加をいただきありがとうございました。
　皆様からいただきました質疑・意見をまとめ、ホームページにも掲載いたします。

追跡・・・
・・

追跡・・・
・・
あん質問は

どうなったの
？あん質問は

どうなったの
？

▲平成24年4月1日よりカード化された

町が単独にするのではなく
粕屋地区が一緒にとの思い
があり、その方向に行くよ
う各町に相談する。

（町長答弁）

粕屋町と協議はしていない。
交番は一町一交番が基本で
すので、可能性のある土地
について、今後も課題意識
を持って取り組んでいく。

（町長答弁）

昨年の刑法犯の認知件数は
中央・西校区で、町全体の
75.6%である。住民の安心と
治安維持から素早く事件に
対応して頂くため、志免交
番を町中心付近に移転する
ことを要望。

志免交番設置に関する
請願は採択されたが

志免交番移転設置の請願が
平成21年６月議会で提出さ
れ12月議会で採択されたが
その後の対応は。

国民健康証のカード化

平成17年からカード化を提
案している。我が町がリー
ダーシップをとってやって
いただきたいが実現に対し
ての考えは。

No. 質疑・意見 回答・対応

１
寄付条例で控除が５千円から２千円になった
が、町民の周知を議会として促すべきでは。

税務課で対応している。寄付控除対象団体に寄付された場合には
寄付者に書類が送付されています。

２
町債が11億7000万円あるのに、なぜ６億円
の黒字になるのか。

自主財源と依存財源を含めて予算を立て、決算をし、単年度収支
額で黒字となります。

３

「財政の硬直化すすむ」とあるがいかがなもの
か。
数字だけを見ると、経常収支比率、公債費比
率は下がっているのに、この辺をどう審議さ
れているのか。

89億円の借金があるが、その内51億円が臨時財政対策債（志免町
に国から交付税と同じように入る分）で、国に金がないため、町で
立て替えています。
89億円から51億円引くと38億円で貯金は39億円です。基金が減
り自主財源も減り依存財源は増えている状況です。

４ 収支ばかりで説明が足りないので、解らない。 説明の仕方を工夫する。

５

シーメイトの年間赤字いくらか。 赤字でなく維持管理費として年１億2183万円でその内3383万円
が利用料補助金などで、8800万円が一般財源です。福祉を目的に
建てた施設であり、経費の削減や利用料を上げるなど努力してい
る。多くの方に利用して頂くと予算の効果が出る。

６
新人議員の研修は政務調査費で運用できな
かったのか。目的は達成されたのか。

政務調査費は別に使っている。新人研修予算は採択され、議員は
勉強して来ました。効果的になるように研鑽しています。

７
望山荘の風呂利用時間の延長・トイレの洋式
化・閉鎖するのかどうか。

厚生建設常任委員会で協議します。

８
福祉バスの増便を。福祉バスの利用で医療費
の削減につながったかどうかメリット調査は
されたのか。

行政に要望します。

９
町内会全域水路の調査費が出ているが、鏡地
区はどうなっているのか。

仲原病院の近くの水路を調査したら、崩壊している所があり、改
修していると報告を受けた。

10
須惠川を改修しないと須惠川からの流入は防
げない。情報は掴んでおられるか。改修は。

須惠川の件は委員会で協議する。委員会で須惠川の方も浚渫して
欲しいと要望し、担当課が県に出している。

11
まちづくり支援室をシーメイトから地域交流
課へなぜ移すのか。

総務文教常任委員会ではまだ聞いていない。

12
議会基本条例が適切に運用されているか検討
の時期では。

検討する。

13
議会基本条例の一般会議は開かれるのか。個
人参加でもいいのか。

要綱を作成しました。各団体からの申し込みをお受けする。個人
の場合については議会運営委員会にはかる。

14
議会基本条例の中の議決権（総合計画・地域
福祉計画・マスタープラン等）の拡大は検討
されたのか。

基本条例を策定するときに十分検討した。まず制定をし、その後
見直しをすることとなっている。

15
９月決算だけでなく本予算についても説明が
欲しい。

前向きに検討する。

16
議会報告だけでなく、意見交換も含め、年３
回ぐらいか定例会ごとに。

意見交換会を持つことが町民の意見を議会が吸い上げることだと
思う。議会運営委員会で検討する。

日　時 平成24年２月４日（土）・11日（土)

会　場 町民センター視聴覚室・シーメイト研修室

参加数 男性85名　女性51名　合計136名質疑応答・意見交換における主な発言

志免町議会報告会　報告書（全会場とりまとめ）

志免太郎

志免太郎
志免町
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